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 (3) 愛媛県の自然環境に関する現況  
 
 愛媛県の自然環境の特徴は、海岸地域の暖温帯植生から石鎚山系の亜高山植生まで植物
相の多様性に富んでいることと、そのことが豊かな動物相を育んでいることである。 
 また、海岸線は 1,633km あり全国第５位である。東・中予の瀬戸内海は遠浅の砂浜海岸
が部分的に残っており、佐田岬半島以南はリアス式海岸で黒潮の影響を受けている。その
ため海産動物も多様性に富み、特に分布の北限に近いサンゴ群集はきわめて貴重なものと
考えられている。 
 
[1] 動植物の現況 
 
ア 植物 
 本県の自然環境を植生上からみると、高山性のシコクイチゲ、キバナノコマノツメ、ミ
ヤマダイコンソウ等から、暖帯～亜熱帯性のビロウ、コササキビ、アコウ等まで種類は非
常に豊富で、シダ植物、種子植物は、亜・変・品種を含めて約 3,500 種のものが自生して
おり、これらは環境の諸条件に適応して、各種の植生をつくっている。 

県下の特徴的な植生分布は、丘陵地に広範囲に分布する常緑果樹園、アカマツ林、海
岸地域及び島しょ地域のクロマツ、南部海岸のウバメガシ等であるが、マツ林はマツ枯れ
の進行により、広くコナラ等の落葉広葉樹林、シイ・カシ照葉樹林に変わってきている。 

山地部の多くは、スギ・ヒノキの植林で占められているが、南部、中部にコナラ群落
とシイ・カシ萌芽林が多く見られる。石鎚山の標高 1,700ｍ以上の高所にはシラベ群落、
ダケカンバ群落等も見られる。 
 
イ 動物 
(ｱ) 哺乳類 
 ニホンザル・ニホンジカは県内山地に局所的に生息している。ニホンザルは、山麓にも
出現することがあり、近年、南予地方において農作物の被害が出ている。ニホンジカは、
高縄半島、鬼ヶ城山系に多く生息しており、樹木や農作物への被害が増加の傾向にある。 
 ツキノワグマ、ニホンカモシカ、ニホンカワウソは生息に関する情報が非常に少なく、
県内での絶滅が危惧されている。ニホンカワウソは、四国西南部が日本での最後の生息地
として知られている。昭和 39 年に本県の県獣として指定、また昭和 40 年には国の特別天
然記念物に指定されたが、昭和 51 年以降、本県での生息は確認されていない。しかし、
宇和海沿岸の良好な自然環境の残っている一部の地域には、生息している可能性もある。
本種は、県のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅰ類、国のレッドデータブックでも絶滅危惧
ⅠＡ類に指定されている。 
 イノシシ・テン・ムササビは、低山から 1,000ｍ以上の山地まで全県下に広く生息して
いる。近年、イノシシによる農作物の被害が増加の傾向にある。 
 キツネは、個体数は少ないものの県内各地に広く分布している。タヌキは、個体数も多
く県内全域で生息が確認されている。アナグマは東予では少ないが、中予や南予では低山
にも生息している。 
 ホンドイタチは、東予・中予の山間部と南予に分布している。現在、東予・中予の平野
部では移入種であるチョウセンイタチが優占しており、徐々に南予に分布を広げつつある
とされる。 
 
 
(ｲ) 鳥類 
 県内で 309 種が確認されている。冬鳥 106 種、旅鳥 62 種、留鳥 62 種、夏鳥 40 種、迷
鳥 35 種、漂鳥４種に区分できる。山野の鳥は 158 種、水辺の鳥は 151 種である。夏季の
石鎚山系の自然林では、高山鳥で有名なホシガラスをはじめ、カヤクグリ、ルリビタキ、
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メボソムシクイ、エゾムシクイ、ビンズイ、コマドリ（県鳥）等の繁殖が見られる。シギ、
チドリ、サギ、カモメ類等の水鳥は、加茂川や重信川等の河口の干潟に多く見られる。カ
モ類は干潟のほか、ダム湖やため池にも多く渡来する。タカ類・小鳥類の渡りの中継地と
しては、西海町の高茂岬や佐田岬半島が重要な役割を果たしている。 
 
(ｳ) 両生類・は虫類 
 両生類では、ハコネサンショウウオ、オオダイガハラサンショウウオ、ブチサンショウ
ウオ、カスミサンショウウオ、ダルマガエル、タゴガエル、ニホンヒキガエル、ヤマアカ
ガエル、シュレーゲルアオガエル等が生息している。 

このうち、ハコネサンショウウオ、オオダイガハラサンショウウオ、ブチサンショウウ
オは、石鎚山に源を発する河川の標高800～1,700ｍ付近に生息し、タゴガエル、ニホンヒ
キガエル、ヤマアカガエル、シュレーゲルアオガエル、カジカガエルは、ほぼ全山地の林
下に生息している。 

は虫類では、イシガメ、クサガメ、タワヤモリ、ジムグリ、ヤマカガシ、マムシ、タカ
チホヘビ、シロマダラ、ヒバカリ、シマヘビ、アオダイショウ等が生息している。 
 
(ｴ) 淡水魚類 
 本県では 176 種が記録されている。内訳は、一生を淡水域で過ごすもの 52 種、川と海
を回遊するもの 25 種、感潮域に生息する、あるいは海域から河川へ侵入してくるもの 99
種である。分類群別で見るとハゼ科魚類が 39 種で最も多く、次いでコイ科の 29 種となる。
瀬戸内海に流入する河川に比べて、宇和海に流入する河川では海域から侵入してくる魚の
種類が多く、一生を河川で過ごす魚種が少ない。国内及び国外からの侵入種は 34 種にの
ぼり、特にオオクチバスとブルーギルは淡水域の緩流部に広く定着している。県のレッド
データブックには、絶滅種（イトヨ）、絶滅危惧Ⅰ及びⅡ類、準絶滅危惧種として総計
25 種が掲載されており、このうちスナヤツメ（松山市指定）とオオウナギ（県指定）が
天然記念物となっている。局所的な分布を示す魚種として、アブラボテ、スジシマドジョ
ウ中型種が松山平野、ナガレホトケドジョウが東予地方の山間部だけに見られるほか、カ
ジカ中卵型は肱川で絶滅し、安定した個体群は加茂川のみに見られる。 
  
(ｵ) 昆虫類 
 本県は、長い海岸線沿いに、トベラ、ウバメガシ、タブ等の暖帯性照葉樹林に恵まれ、
ヒメハルゼミ、ヨツスジトラカミキリ等多くの暖帯系の昆虫が生息している。さらに、南
予地方には、ウルシゴキブリ、オオシロアリ、マメクワガタ、カノアブ等亜熱帯系の種が
分布の北限として生息している。 
 一方、本県は西日本最高峰の石鎚山系を擁することから、ウスバシロチョウ、ツマジロ
ウラジャノメ、スジボソヤマキチョウ、エゾヨツメ、コトラガ、フジキオビ、キンスジコ
ガネ、フタスジカタビロハナカミキリ、エゾハルゼミ、ソウウンアワフキ等北方系種の南
限として残存している種も少なくない。これらの中には、近接する赤石山系、その他県内
の標高の高い山地に点々と生息地があるものもある。 
  
(ｶ) 海産動物 
 瀬戸内海に生息する海産動物は、4,000 種を超えるといわれている。しかし、護岸工事
や埋め立て等により、河口域や海岸線は広い範囲で改変され、全国５位の長さを持つ海岸
線も自然海岸は 42％を占めるに過ぎない。加えて、水質汚濁の影響も見られる。その結
果、ベンケイガニ、アカテガニ、ハマグリ、イボキサゴなど本来普通に見られる種の生息
個体数が減少している。一方、シオマネキ、ムツハアリアケガニ、ドロアワモチ、ミヤコ
ドリをはじめとする全国的にも貴重な種の生息が、御荘湾をはじめとして重信川河口、加
茂川河口など、県下で確認されている。 
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[2] 高山植物等の保護 
山野の草木は、開発や人間生活の影響を受けて年々減少しており、また、ライフスタ

イルの変化などにより、自然との触れ合いを求める人々が増加したこともあって、利用
者の多い自然公園等の地域における植物の保護の重要性が高まってきた。 

県では、県立自然公園特別地域内に生育する植物で、学術上貴重な種や景観構成上重
要な役割を果たしている種等を、愛媛県県立自然公園条例に基づき「高山植物その他こ
れに類する植物」として指定（昭和57年６月）しており、積極的にその保護に努めてい
るところである。指定植物は、環境省の国立・国定公園内高山植物等指定植物の選定範
囲及び基準に準じて選定しており、いわゆる高山植物だけに限定せず、低地において乱
獲等により絶滅のおそれのある種等についても指定の対象としたことが特徴となってい
る。 

 
[3] 自然公園 
 自然公園とは、優れた自然の風景地を保護するとともに、利用の増進を図り、もって国
民、県民の保健、休養及び教化に資することを目的とした地域制の公園であり、このうち、
我が国の風景を代表し、世界的にも誇り得る自然の風景地を国立公園として、また、国立
公園に準ずる風景地を国定公園として自然公園法に基づいて環境大臣が指定し、県内にあ
る優れた自然の風景地を、県立自然公園として愛媛県県立自然公園条例に基づいて知事が
指定することになっている。 
 現在、瀬戸内海国立公園、足摺宇和海国立公園、石鎚国定公園に加え、肱川、金砂湖、
奥道後玉川、四国カルスト、篠山、佐田岬半島宇和海、皿ヶ嶺連峰の７地域を県立自然公
園として指定している。 
 社会経済状況の変化に伴う各種開発等により、良好な自然が消滅しつつある近年におい
ては、自然公園は、自然とのふれあいの場として、あるいは、野外レクリエーションの場
として県民の健康で文化的な生活に欠かせないものとなっている。 
 
[4] 自然環境保全地域 
 優れた天然林が相当部分を占める森林、その区域内に生存する動植物を含む自然環境が
すぐれた状態を維持している海岸、湖沼又は河川、植物の自生地、野生生物の生息地等で
一定の広がりをもった地域については、その適正な保全を推進し、国民、県民が自然環境
の恵みを享受し、次世代にこれを継承出来るようにするため、自然環境保全地域として国
及び県が指定することになっている。本県においては、笹ヶ峰を自然環境保全地域として
自然環境保全法に基づいて環境大臣が指定し、赤石山系及び小屋山を、それぞれ県自然環
境保全地域として愛媛県自然環境保全条例に基づいて知事が指定している。 
 
[5] 自然海浜保全地区 
 瀬戸内海の美しい自然の渚を保全するとともに、将来にわたって県民の健全な海洋性レ
クリエーションの場を確保するため、県では、瀬戸内海環境保全特別措置法に基づいて、
昭和 55 年に愛媛県自然海浜保全条例を制定した。 
 この条例は、水際付近において、砂浜や、岩礁その他これらに類する自然の状態が維持
されている海浜や、海水浴、潮干狩、その他これらに類する目的のために、将来にわたっ
て利用されることが適当と認められる海浜を、自然海浜保全地区として知事が指定するこ
とによって、開発等の行為を規制し、保全を図ることを目的としている。 
 条例に基づき、現在自然海浜保全地区として 23 地区を指定している。また、愛媛県自
然保護協会に委託して、各地区に自然海浜保全指導員を配置し、環境の維持、利用の適正
化に努めている。 


